
表-1 供試体条件一覧 

セメン

ト種類 
W/C 

混和

剤 

OMRS
置換率  

空気量

(%) 

圧縮強度

(N/mm2) 

0% 25.6 
1% 12.6 

未使

用  
5% 

― 
16.3 

0% 5.5 24.5 
1% 6.1 17.2 

普通ポ

ルトラ

ンドセ

メント 

65% 

AE 剤  
5% 6.8 20.0 

 
表-2 供試体条件一覧(最適置換率) 

セメン

ト種類 
W/C 

混和

剤 

OMRS
置換率  

空気量

(%) 

圧縮強度

(N/mm2) 

0.5% 4.2 28.2 
1.5% 7.0 16.5 
2.5% 5.4 24.2 
3.5% 6.2 21.1 

未使

用  

4.5% 5.5 22.5 
0.5% 5.5 22.7 
1.5% 7.0 20.5 
2.5% 7.0 17.0 
3.5% 6.6 17.9 

早強ポ

ルトラ

ンドセ

メント 

55% 

AE 剤  

4.5% 6.3 25.8 
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1. はじめに 

 近年、台湾ではダムの底の汚泥を建設資材等で利用拡大を目指し、コンクリートの材料である細骨材の

代用品としてダム汚泥を使用する研究の試みがなされた。研究の結果、ダム汚泥を焼成し、不純物を取り

除き、有機物を加えたところ Organo-modified reservoir sludge (以下 OMRS)が開発 1)された。この OMRS

は細骨材との置換の割合が 10%以内であれば高い撥水性が得られ、昨年までの研究 2)から、Non AE コンク

リートでは OMRS を細骨材と 1～5％程度置換することで凍結融解作用に対して高い抵抗性を持つことが

分かった。 

 本年度の研究では、昨年度の NonAE コンクリートに対し凍結融解抵抗性の高い AE コンクリートを用い

ることで、さらにスケーリングが抑えられるのではないかとの考えから、AE コンクリートを用いて OMRS

の置換率の違いによるスケーリング量の比較を行った。また、凍結融解作用において、最もスケーリング

を抑える OMRS の置換率を求める実験をあわせて行った。 

2. 実験供試体および実験方法 

 供試体は、角柱型枠(100×100×400mm)を用いて

作製したものを、一辺 100mm の立方体にカッテ

ィングして用いた。試験面はそれぞれの打設底面

とする。試験面が 80×80mm になるようにシリコン

製の堤(幅 10mm×高さ 20mm)を作製した。その中へ

水溶液(Nacl3%)を入れ、凍結融解試験(-20℃～

+20℃)を行った。ここで、昨年の NonAE コンクリ

ートと比較するため、本年度は AE コンクリート

を用いて OMRSを 0,1および 5%細骨材と置換し、

供試体を作製した(表-1 参照)。また、最もスケー

リングを抑える OMRS の置換率を求めるため、

NonAE および AE コンクリートに対して、OMRS

を 0.5～4.5%置換し、供試体を作製した(表-2 参

照)。これらのスケーリング量を採取して凍結融解

抵抗性を評価した。  

3. 実験結果 

図-1 は昨年の NonAE コンクリートを用いた実験結果を表し、図-2 は本年度の AE コンクリートを用い

た OMRS置換率別に、総スケーリング量とサイクル数を表したものである。OMRS 0%～5%置換した NonAE 

キーワード Organo-modified reservoir sludge,撥水性,AE コンクリート 

連絡先  (宮城県多賀城市中央 1-13-1 022-368-7479) 
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コンクリートと AE コンクリート

はいずれも、1%置換した場合に最

もスケーリングを抑える効果が得

られた。AE コンクリートにおい

て OMRS を 1%置換した場合のス

ケーリング量は、置換しない場合

の総スケーリング量に対して、

38%に抑えることができた。また、

OMRS 1%置換した条件において、

NonAE コンクリートに比べ AE コ

ンクリートは 48%に抑えられ、AE 剤の凍結融解の繰り返し作

用に対する抵抗性を向上させる効果がみられた。 

 図-3 は NonAE コンクリートおよび AE コンクリートの 30 サイ

クル時における総スケーリング量と OMRS 置換率の関係を表した

ものである。NonAE コンクリートは 2.5%置換したもの、AE コ

ンクリートは 1.5%置換したものが最もスケーリングを抑える

結果となった。 

また、OMRS を置換すると、置換しないものに比べて圧縮強

度は弱くなるがスケーリングは抑える傾向がみられた(表-1 参

照)。そして、OMRS 0.5%～4.5%置換した供試体の空気量の結果

から、NonAE コンクリートは普通コンクリートに比べ、空気量

が約 3~5%増加し、AE コンクリートでは普通 AE コンクリート

に比べ約 1~2%増加することが分かった(表-2 参照)。この理由として、OMRS を置換することによってエ

ントレインドエアのようなものが導入され、凍結融解抵抗性が高まるのではないかと考えられる 

4. まとめ  

(1) OMRS を細骨材と 5%以内で置換した場合、NonAE および AE コンクリートにいずれにおいても、凍

結融解抵抗性を得られることがわかった。 

(2) 凍結融解抵抗性を得るための OMRS と細骨材の最適置換率を求めたところ、NonAE コンクリートで

は 2.5%、AE コンクリートは 1.5%置換したものが最もスケーリングを抑える傾向を示した。 

(3) OMRS を NonAE コンクリートに使用することによって、AE 剤と同様なエントレインドエアを導入

する効果があることがわかった。  
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